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【授業の到達目標および概要】 

「保健学総合講義」は１年前期に他の講義に先立って開講される保健学専攻の必修科目

で、最初に保健学専攻の専任教員全員が、原則として 100分授業を２回ずつ担当して行うも

のである。この講義を通して「保健学」の３領域で課題となっている事柄への理解を深め、

視野を広げて、各人の研究に役立ててもらうことを目的とする。 

なお、保健学専攻の専任教員全員による講義に加えて、プレゼンテーション・スキルアッ

プ・セミナー（分かりやすく効果的な PPT の作成方法やプレゼンの仕方についての講習）、

新しい倫理指針及びガイドラインの講義も実施する。 

【授業計画】＜英語併用可＞ 

①②緒方裕光：健康に対するリスク要因の影響を科学的に予測し適切な対策を立てること

は、保健学における重要課題の１つである。科学的データ分析と理論に基づく定量的リ

スク評価とその応用について、具体例を挙げて解説する。 

③④香川雅春：「キンアンソロポメトリー」とはなにか、そして健康・スポーツ医科学およ

び公衆衛生学領域における活用の現状と課題について解説する。 

⑤⑥金子嘉徳：国民個人や自治体、NPOなどが実践しやすく健康増進につながる運動方法と

運動用具の開発、普及、評価、並びに公園を健康づくりの場としての利用の可能性につ

いて、これまでの実践活動、研究をふまえて解説する。 

⑦⑧井越尚子：栄養学を学んだ臨床検査技師の在り方を追求することを課題とし、医療に関

わる現状と問題を現場体験から探り、将来像を考察する。 

⑨⑩福島亜紀子：ヒトゲノムが解析され、全ての生命現象が遺伝子レベルでの解析が進んで

いる。食餌因子が腸管細胞の遺伝子発現に影響を及ぼすに至る過程を解析する方法や

分子生物学的な研究の進め方について紹介する。 

⑪⑫石橋健一：免疫は、恒常性に関わる生体システムの一つであり、健康維持や疾患の発症に

関わっている。疾患の発症や発症予防に関わる免疫の働きについて学び、健康維持や医療と

免疫の関わりについて紹介する。 

⑬⑭赤池 徹：小児特有の生理的特性や胎児から新生児への循環動態の変化と関連する先天 

性小児疾患の病態や発症分子機序を紹介する。また、先天性小児疾患の発症分子機序に 

関する知見から科学的思考を学び、現在の課題を提示する。 

⑮⑯遠藤伸子：学校保健とは何か、学校保健および児童生徒・社会的なニーズ等の変遷など、

多面的な視点から論ずる。さらに現状における課題と今後取り組まれるべき学校保健

関連の政策や対策について考察する。 

⑰⑱田中茂穂：子どもにおける身体活動・座位行動や睡眠、食事といった生活習慣の評価法  

から様々な健康に与える影響などに関する知見を整理し、科学的な思考法を学ぶとと

もに、今後の課題を提示する。 

⑲⑳深田耕一郎：健康を社会現象として理解することを出発点にして、「医療と福祉の社会

学」と称する観点にもとづきながら、人びとの健康にアプローチする社会学的な理論と

方法を学修する。 

㉑㉒ 文献検索・活用法 



㉓㉔㉕ プレゼンテーション・スキルアップ・セミナー 

㉖㉗ 新しい倫理指針及びガイドラインの講義 

㉘ まとめ 

【授業外学習】 
社会の様々な側面をより科学的、客観的に捉えられるよう新聞等のニュースに注意を払

い、世界の動向を察知し、幅広い分野への理解を深めるように心がけること。 

【成績評価の方法・基準】 
授業への参加態度およびレポート提出により評価する。 

【備考】 

文献検索・活用法、プレゼンテーション・スキルアップ・セミナー、新しい倫理指針及び

ガイドラインの講義についても必ず受講すること。 
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